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７．End of lifeを生きる肺がん患者への看護支援
～Abraham H.Maslowのニード論を用いて～
本多 昌子，神田 清子，二渡 玉江
（群馬大院・保・看護学）
細川 舞，大井寿美江 （西群馬病院）
瀬山 留加 （東京慈恵医科大学）
【はじめに】 End of lifeを生きる肺がん患者の看護支援
プロセスについてAbraham H.Maslowのニード論を用
いて看護介入を行ったので報告する.【事例紹介】 A
氏 80代 男性 肺がん StageⅢa.介入期間 :2011
年 1月 12日～25日 (9日間). A氏は再発から約 2ヶ月
後,同居の次男が自殺したために「自宅に帰る」という自
己実現へ向けての選択肢を失った.しかし, A氏が今後
限られた貴重な時間をA氏の希望を支え尊重していく
ために新たな自己実現へ向けてA氏のもっている本来
の可能性が最大限に発揮されることを支援していく重要
性は高いと考えた.そこで,Abraham H.Maslowのニー
ド論を適応させ介入を試みた. Abraham H. Maslowの
ニード論とは,「生理的ニード」「安全のニード」「所属と
愛情のニード」「尊重のニード」「自己実現のニード」を
強さの順,現れる順に階層的に位置づけニードの関係性
にまで言及しているものである.【結果及び考察】
Abraham H. Maslowのニード論に基づいて介入を行っ
た結果,A氏の語りから,「○○したい」という具体的な
発言はみられなかったが,車椅子での散歩中に自らライ
フレビューを行っている場面がみられた.今後,体力の
衰えや呼吸困難の増強という身体機能が弱まり,ニード
が満たされない状況においてもライフレビューは, A氏
が主体的にできるひとつの手段でもあるため,それを継
続して支援していくことが必要である. Abraham H.
Maslowのニード論を用いることにより,生理的ニード
から自己実現のニードまでを含み人間を全体的にとらえ
ることができ,そのことで看護支援の方向性を定める指
標になることが明らかになった.
８．その人らしい生活を送るための意思決定を支えて
～村田理論を活用した看護介入～
真下 陽子 （伊勢崎市民病院）
【はじめに】 術後化学療法を継続していたが効果見られ
ず,治療を中止する意思決定の場面にある患者を受け
持った.患者の言動からスピリチュアルペインが生じて
いると考えられた.村田理論に基づいて看護介入を行な
い患者の意思決定を支える事ができたので報告する.
【事例紹介】 70歳代 女性 胸腺癌.骨転移,圧迫骨折
による疼痛の増強のため入院.【看護介入・考察】 患者
は,化学療法の継続は困難であると説明を受けるが,薬
剤を変えても化学療法の継続を望んだ.その一方で,オ
ピオイドのレスキュードーズの使用を躊躇するという相
反する行動が見られた.患者にスピリチュアルペインが
生じていると考えられたため,村田理論に基づいた看護
介入を行なった.患者は,痛みのために旅行が出来ない
ことに強い苦痛を感じていた.また,オピオイドの副作
用を薬剤で抑えることは,自分自身が薬によってコント
ロールされていると感じていた.このことから,時間と
自律の存在が失われていると考え,患者の苦しみに焦点
を当て傾聴した.患者は自律存在を回復すると共に,時
間存在を回復し化学療法の中止を受け止め,痛みをとっ
て旅行するという患者らしい生活を選んだ.【まとめ】
村田理論を適応する事で,自立存在と時間存在の喪失が
ありスピリチュアルペインが生じていた事がわかった.
患者の苦しみに焦点をあて傾聴することで,スピリチュ
アルケアがなされ,患者の意思決定を支える事ができた.
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群馬がん看護研究会では,群馬県内のがん看護の質の
向上を目指し,研究会の教育活動の運営基盤づくりを目
的に,平成 23年度より群馬県内のがん看護専門看護師
やがん看護に関わる認定看護師等の登録資格基準を設定
し「人材バンク登録制度」を導入した.この試みは,資格
を有し,それぞれの専門分野で活躍するがん看護専門看
護師や認定看護師等の知識・技術,経験等を最大限に活
かし,学習会や研修会を通じて専門的知識の普及やがん
看護に従事する看護師の方々のスキルアップを図るもの
である.また,日頃の看護上の問題解決における相談支
援や情報交換,ネットワークづくり等を通じて,群馬県
内のがん看護の質の向上に貢献するものと考える.
現在,登録者数は 39名である.「人材バンク登録」に
より自身のキャリアを研修会や学習会にて活かすと同時
に,この機会にネットワークを広げてみてはいかがで
しょうか.
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